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建設部　道路建設課
事業実施

（予定）年度
令和2年～令和6年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容 電線類を地中化することで、景観に配慮した風景を形成し更なる観光地としての魅力向上を図るため、無電柱化を推進する。

市町村名 宮古島市

令和４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

9-① 宮古島市観光景観形成推進事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章－３－（２）－ア

「新しい生活様式／ニューノーマル」におけ
る安全・安心で快適な観光の推進

担当部課名

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　令和７年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■その他　（　補償　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R2年度 R2年度(繰越) R3年度 R4年度 R4年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,324 - 9,518 59,560

(b)予算現額 4,961 - 8,022 55,969

(c)増減額(b-a) ▲ 4,363 - ▲ 1,496 ▲ 3,591 0

A．計(b+d) 4,961 4,961 8,022 55,969 55,969

(d)繰越額 4,961 55,969

うち交付金充当額 0 3,472 5,834,000 0 41,080

B．執行済額 0 4,774 7,535,000 0 51,925

執行率（％）(B/A) 0.0% 96.2% 93929.2% 0.0% 92.8%

次年度繰越額 4,961,000 - 55,969

予算の状況の説明
資材の高騰の影響で一部資材の購入を次年度に変更したため、事業費7,634千円を減額した。また、世界的な半導体不
足による納品遅延により不測の日数を要したため令和５年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

地上機器購入の実施、引込ケーブル設計の実
施

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

R2年度繰越事業にて電線引込管路設計の完了。
R3年度に引込管路設置工事の完了。幹線部（電線）実施設計の完了。
R4年度繰越事業にて地上機器の購入の完了。引込ケーブル設計の完了。

引込管路設計の実施
引込管路設置工事の実

施、幹線部（電線）実施設
計の実施

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度

【R7成果目標】
　近隣観光施設利用者を対象として、観光地と
しての魅力向上が図られたか（80%以上）を含
め、アンケートにより本事業のあり方について
検証する。

目　標

実　績

電線引込管路設
計の完了

引込管路設置工事の
完了、幹線部（電線）実

施設計の完了

進
捗
状
況
説
明

令和５年度に電線の地中化工事の完了を目指す。また、通信線の地中化に着手する。

R4年度
目標値

（R7年度）

地上機器購入の完了、引込ケーブル設計の完
了

目　標

実　績
電線引込管路設

計の完了

引込管路設置工事の
完了、幹線部（電線）実

施設計の完了

地上機器購入の
完了、引込ケーブ

ル設計の完了

地上機器購入の
実施、引込ケーブ

ル設計の実施

80%以上

引込管路設計の完了
引込管路設置工事の完

了、幹線部（電線）実施設
計の完了

地上機器購入の実施、引
込ケーブル設計の実施

地上機器購入の完了、引
込ケーブル設計の完了



R5：ケーブル等購入、地上機器設置、電線ケーブル入線工事。通信引込管路設計及び設置工事、通信ケーブル設計及び入線工事。
R6：宮古テレビ通信ケーブル地中化工事。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・令和４年度は半導体不足による納品遅延の影響により業務進捗の遅れが発生
し、令和６年１月に完了した。

・令和５年度は早期の契約締結により工期を確保し年度内完了を目指す。

今後の取り組み方針

51,925 51,350 41,080 10,270 575

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○補償契約は電線管理者である沖縄電力株式会社と締結
しており、妥当であったと考えている。
○予算規模については繰越額を全て執行しており、適正な
規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

宮古島市

51,925千円

補償費

51,925千円

沖縄電力株式会社

51,925千円

無電柱化推進事業(要請者負
担方式)に関する補償契約 ・
地上機器購入・引込ケーブル

設計


